
第29回 全国街路事業コンクール応募資料         
ふりがな  いばらきけん りゅうがさきこうじじむしょ 

応募者名  茨城県 竜ケ崎工事事務所 

街路事業 

ふりがな  としけいかくどうろ かみしんまちかんじょうせん（いのこうく）せいびじぎょう 

事業の名称  都市計画道路 上新町環状線（井野工区）整備事業 

ふりがな  いばらきけん・とりでし 

事業主体  茨城県・取手市 

ふりがな  いばらきけん とりでし 

実施都市名  茨城県 取手市 

事業概要 
（400字以内） 

 上新町環状線は，取手駅を中心とした市街地を環状に結ぶ全体延長約８．３ｋｍの都市計画道路として昭和４３年に計画決定されており，国 

道６号及び２９４号の南北，東西方向の交通を分散させ，中心市街地から通過交通を排除して混雑緩和を図るとともに，線路により分断された 

地域の連絡を強化して市民の日常生活や産業活動，観光等の多様な交流を支えるなど，重要な役割を担う道路である。 

 都市計画決定後，県と取手市で段階的に整備を進め，平成１８年度までに約６．９ｋｍを供用していたところであり，本事業は残る約１．４ｋｍを 

整備するものである。事業の実施にあたっては，JR常磐線の跨線橋(桑原陸橋)を含む７１４ｍ区間の施工を県が，既成市街地部の６７６ｍ区間 

の施工を市がそれぞれ進め，平成２７年１１月２５日に同時供用した。 

  

事業規模 
○事業延長：１，３９０ｍ（県：７１４ｍ，市：６７６ｍ） ○幅員：１６／６ｍ（橋梁部は側道設置のため２２／６ｍ） 

○事業費：約４１億円（県：約２８億円，市：約１３億円） ○事業期間：平成１９年度～平成２７年度 

事業の目的 

 上新町環状線のうち整備の残っていた桑原・井野・青柳地区においては，朝夕の通勤時間帯を中心に住宅地内の狭隘な生活道路や踏切を 

多くの自動車が通過し，通学児童をはじめとする歩行者や自転車の安全確保に支障をきたしていたことから，通過交通の排除による１日も早い 

安全確保が望まれていた。また，JR常磐線の跨線橋を含む井野工区の整備により東西地域の連携が強化されれば，市民の日常生活はもとよ 

り，産業活動や観光等の交流促進など，地域の活性化も期待されていたことから，事業期間を短縮できるよう，県と市が連携して整備を進めた。 

事業効果 

事業効果項目 ・様式２のとおり（該当項目にﾁｪｯｸを付す） 

事業効果の概要 

 上新町環状線（井野工区）の供用により，当初の計画決定から約半世紀を経て上新町環状線の全線が供用されることとなり，国道６号や２９４ 
号から取手市の中心部に集中する自動車交通が分散され，この地域における交通の利便性，安全性，円滑性が飛躍的に向上した。  

 また，これまで鉄道により分断されていた東西地域の連携が強化されることで，取手市をはじめとする県南地域の更なる交流の拡大が期待さ  

れるところであり，井野工区の沿線に大規模な商業・業務施設を核とした新たなまちづくり構想が始動するなど，地域活性化にも寄与している。  

定量的効果 
（検証済の場合記入） 

・中心市街地の通過時間（白山７丁目～青柳１丁目）  約１１分→約７分【約４分短縮】  

・生活道路の交通量（桑原地区・朝７時台）  ２３３台→１４１台【約４割減少】   

・沿道集客施設の月別実績（農産物直売所）  売上：約1,300万円→約1,800万円【約４割増加】  客数：約9,000人→約11,500人【約３割増加】 

地元対応等 

・地域住民との協働等 
・事業反対等はあったか 
・合意形成等を図ったか 
・地域に配慮した点 
・その他 

・一部，用地取得が難航したものの，丁寧な説明・交渉に努めるとともに，取得済みの区間から段階的に施工するなど，施工の円滑化を図った。 

・事業着手時の計画説明会のほか，一部区間が圃場（市街化調整区域）を分断することや，交差点形状が大きく変更になる箇所があることなど  

から，改めて県と市が共同で地元説明会を開催し，合意形成に努めた。  

  

  

様式１ 
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事 業 位 置 図 
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平成２７年１１月２５日供用 

＜今回応募区間＞ 



全体図（平面図・横断図・縦断図） 
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平成20年7月撮影 

事 業 前 写 真 

平成27年11月撮影（供用前） 平成25年10月撮影 

4 全国街路事業促進協議会 第29回全国街路事業コンクール応募資料 

平成27年7月撮影 

狭隘な桑原地区の生活道路（市道） すれ違いできない桑原踏切（市道） 

混雑した市街地内の道路（県道） 歩道の無い井野下踏切（市道） 



事 業 後 写 真 
平成27年10月撮影（桑原陸橋完成後） 

平成27年12月撮影 平成27年12月撮影 

5 全国街路事業促進協議会 第29回全国街路事業コンクール応募資料 

桑原陸橋の全景 

桑原陸橋から国道６号側を望む 桑原地区内の状況 



上新町環状線（井野工区）の整備効果アピール資料 
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効果２ 環状線の完成により市街地内の移動時間短縮

効果１ 交通の転換により生活道路の安全性向上

効果３ 東西地域の連携強化により沿道集客施設を活性化

「市街地内の混雑が緩和されバスの運行がスムーズになりました！」 

「運行時間通りにバスを走らせられ，利用者から歓迎の声をありました！」 

※市コミュニティバス運行会社へのヒアリング調査より 

客数（人）売上（万円）

約３割増加 約４割増加 

桑原踏切

取手市コミュニティバス 

「ことバス」 

開通した井野工区

桑原・井野地区内の生活道路の交通量が３～４割減少して 

通学児童をはじめとする歩行者等の安全を確保 

  供用前 
（H26.4） 

供用後 
（H27.12） 

差 
（整備効果） 

朝７時台 ２３３台 １４１台 △９２台（約４割減少） 

朝８時台 ２５２台 １７８台 △７４台（約３割減少） 

白山７丁目交差点から青柳１丁目交差点までの移動時間が 

井野工区の供用前後で約４分短縮（約１１分→約７分） 

桑原踏切（市道１－４００９号線）の時間交通量 

環状線沿道の農産物直売所「夢とりで」の 

月別実績を井野工区の供用前（H26.12） 

と供用後（H27.12）で比較すると 

売上は約４割増加，客数は約３割増加 

効果４ 新たなまちづくり構造が始動

環状線完成となる井野工区供用後の平成28年3月に 

策定された取手市総合計画において，環状線沿線の 

桑原地区に大規模な商業・業務施設を核とした新たな 

まちづくり構想が位置付けられるなど，環状線の完成 

が新市街地創出や雇用創出，若者世代の定住促進等 

の地域活性化に大いに寄与することが期待される。 
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大項目 中項目 小項目 指　　標

事
　
業
　
の
　
効
　
果

円滑な交通

物流を支える
・整備水準の低い地域の改善に寄与した。
・道路ネットワークの形成に寄与した。

渋滞のない交通環境を実現 ・交通渋滞の緩和・解消に寄与した。

公共交通の利便性向上 ・バス、鉄道の利便性向上に寄与した。

安心・安全な生活

安全な道路交通の実現 ・交通事故の防止に寄与した。

誰もが通りやすい歩行空間の実現 ・歩行者・自転車の安全な通行空間の確保に寄与した。

災害に強い安全な市街地、集落の形成 ・災害時における安全性の向上と円滑な避難・救援に寄与した。

まちづくり・地域活性化

都市（地域）連携を進める ・中心都市へのアクセス向上やまちづくりに寄与した。

都心の活力を高める ・中心市街地の活性化に寄与した。

地域経済の振興を支援する ・都市（地域）の経済活動の拡大に寄与した。

事業実施に伴う効果

うるおいのある道路空間の創出 ・周辺の景観に配慮し、良好な道路空間等の創出に寄与した。

歴史・文化の保全 ・歴史･文化の保全に配慮し、歴史的景観等の創出に寄与した。

アメニティの向上

沿道環境の改善 ・沿道環境の改善や充実に寄与した。

コスト縮減等

事業期間等

・工費節減に工夫を凝らし、実績を上げた。
・事業期間の短縮や環境対策などの社会的コスト縮減を図った。

・当初の事業期間を短縮し、前倒しで供用開始した。
・短い事業期間で大きな事業効果を発揮した。

該当項
目

◎

○

○

△

○

○

◎

※当該事業において、最も事業効果が現れたものから重み付けをしてください。

　◎効果大　○効果中　△効果小

　

△

事　業　効　果　一　覧　表　

△

◎

　


Sheet3

		事　業　効　果　一　覧　表　 コトギョウコウハタシ１ランヒョウ

		大項目 ダイコウモク		中項目 チュウコウモク		小項目 ショウコウモク		指　　標 ユビヒョウ		該当項目 ガイトウコウモク

		事　業　の　効　果 コトギョウコウハタシ		円滑な交通 エンカツコウツウ		物流を支える ブツリュウササ		・整備水準の低い地域の改善に寄与した。
・道路ネットワークの形成に寄与した。 セイビスイジュンヒクチイキカイゼンキヨドウロケイセイキヨ		◎

						渋滞のない交通環境を実現 ジュウタイコウツウカンキョウジツゲン		・交通渋滞の緩和・解消に寄与した。 コウツウジュウタイカンワカイショウキヨ		○

						公共交通の利便性向上 コウキョウコウツウリベンセイコウジョウ		・バス、鉄道の利便性向上に寄与した。 テツドウリベンセイコウジョウキヨ		○

				安心・安全な生活 アンシンアンゼンセイカツ		安全な道路交通の実現 アンゼンドウロコウツウジツゲン		・交通事故の防止に寄与した。 コウツウジコボウシキヨ		△

						誰もが通りやすい歩行空間の実現 ダレトオホコウクウカンジツゲン		・歩行者・自転車の安全な通行空間の確保に寄与した。 ホコウシャジテンシャアンゼンツウコウクウカンカクホキヨ		○

						災害に強い安全な市街地、集落の形成 サイガイツヨアンゼンシガイチシュウラクケイセイ		・災害時における安全性の向上と円滑な避難・救援に寄与した。 サイガイジアンゼンセイコウジョウエンカツヒナンキュウエンキヨ		○

				まちづくり・地域活性化 チイキカッセイカ		都市（地域）連携を進める トシチイキレンケイスス		・中心都市へのアクセス向上やまちづくりに寄与した。 チュウシントシコウジョウキヨ		◎

						都心の活力を高める トシンカツリョクタカ		・中心市街地の活性化に寄与した。 チュウシンシガイチカッセイカキヨ		△

						地域経済の振興を支援する チイキケイザイシンコウシエン		・都市（地域）の経済活動の拡大に寄与した。 トシチイキケイザイカツドウカクダイキヨ		◎

				アメニティの向上 コウジョウ		沿道環境の改善 エンドウカンキョウカイゼン		・沿道環境の改善や充実に寄与した。 エンドウカンキョウカイゼンジュウジツキヨ

						うるおいのある道路空間の創出 ドウロソラアイダソウシュツ		・周辺の景観に配慮し、良好な道路空間等の創出に寄与した。 シュウヘンケイカンハイリョリョウコウドウロクウカントウソウシュツキヨ		　

						歴史・文化の保全 レキシブンカホゼン		・歴史･文化の保全に配慮し、歴史的景観等の創出に寄与した。 レキシブンカホゼンハイリョレキシテキケイカントウソウシュツキヨ		　

				事業実施に伴う効果 ジギョウジッシトモナコウカ		コスト縮減等 シュクゲントウ		・工費節減に工夫を凝らし、実績を上げた。
・事業期間の短縮や環境対策などの社会的コスト縮減を図った。 コウヒセツゲンクフウコジッセキアジギョウキカンタンシュクカンキョウタイサクシャカイテキシュクゲンハカ

						事業期間等 ジギョウキカントウ		・当初の事業期間を短縮し、前倒しで供用開始した。
・短い事業期間で大きな事業効果を発揮した。 トウショジギョウキカンタンシュクマエダオキョウヨウカイシミジカジギョウキカンオオジギョウコウカハッキ		△

		※当該事業において、最も事業効果が現れたものから重み付けをしてください。 トウガイジギョウモットジギョウコウカアラワオモヅ

		　◎効果大　○効果中　△効果小 コウカダイコウカチュウコウカショウ



(Ⅱ)





8 全国街路事業促進協議会 第29回全国街路事業コンクール応募資料 

路線全体の進捗状況 
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都市計画図 

＜今回応募区間＞ 
上新町環状線（井野工区） 

L=1,390m 

県事業区間 
L=714m 

市事業区間 
L=676m 
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